
 

2 0 2 6 年 4 月 1 日 

鷹栖町まちづくり推進課 

 

「鷹栖町地域おこし研究員」委嘱状交付式について 

 

鷹栖町（北海道、町長：谷寿男）は、域学連携による地域課題の解決を目的として、2022 年 5 月 31 日

に慶應義塾大学 SFC 研究所（所長：仰木裕嗣、鷹栖町連携担当：飯盛義徳、以下「SFC 研究所」）と「地

域活性化等に関する連携協力協定（以下「本協定」）」を締結し、これまで各種の連携事業に取り組んでま

いりました。 

鷹栖町では、2026 年 4 月 1 日より新たに「鷹栖町地域おこし研究員」プログラムを開始いたします。

本プログラムは、鷹栖町に定住しながら、地域の未来に資する研究開発および実践活動に取り組む人材

を、ご本人の希望に基づき任用するものです（※）。なお、本協定に基づき、SFC 研究所の助言および支

援を受けて推進いたします。 

このたび、「鷹栖町地域おこし研究員」として就任を希望される 2 名に対し、下記の通り委嘱状交付式

を実施いたします。 

 

記 

 

日 時：2026 年 4 月 1 日（水） 16 時 10 分～17 時 00 分 

場 所：鷹栖町役場１階 応接室（上川郡鷹栖町南１条３丁目５番１号） 

出席者：日置 和暉（鷹栖町地域おこし研究員、慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科研究員） 

廣瀬 健太（鷹栖町地域おこし研究員、慶應義塾大学 SFC 研究所所員） 

    谷  寿男（鷹栖町長） 

    鷲下 正彦（鷹栖町教育長） 

    上西 義幸（鷹栖町副町長） 

玉村 雅敏（慶應義塾大学総合政策学部 教授） 

研究内容：「運動会をつくり、まちをつくる－地域運動会の新たな開催モデルの構築－」（日置氏） 

     「Baseball５を用いたコミュニティ活性化－ガーナ・ドドワ地区と北海道鷹栖町における検証 

－」（廣瀬氏） 

以 上 

※ 「鷹栖町地域おこし研究員」の推進において、鷹栖町では、総務省「地域おこし協力隊」 

「地域おこし協力隊インターン」「地域活性化起業人」等の制度の活用を想定しています。 

 
【お問合せ先】 

「笑顔 幸せ みんなでつくる あったかすなまち」 

北海道鷹栖町 まちづくり推進課 地域振興係 

担当者：地域プロジェクトマネージャー 伊藤 玲緒 

電 話：0166-74-3831（担当課直通） 

メール：kikaku2@town.takasu.lg.jp 

 


